
　
　
　
　
■

　
■

　
■

□
編
者

の
旅
行
、
文
部
省
展
覽
會
評
等

の
た
め

本
號
は
發
行
日
を
遲

延
致
候
あ
し
か
ら
ず

□

口
繪
『海
岸
』
は
臺
灣

の
景

に
し
て
、
原
畫

の

大
さ
は
小
判
ワ
ッ
ト

マ
ン
四
ツ
切

に
御
座
候

□『鰍
澤

の
秋
』
は
、
藍
色
が
勝
ち
黄
が
不
足
の

た
め
原
畫

の
面
影
を
失
ひ
候
、
大
さ
は
八
寸

に

一
尺
二
寸
大

に
し
て
十

一
月
中
旬

の
寫
生

に
御

座
候□『温

泉
場
』
は
十
六
切
大

の
ス
ケ
ッ
チ

に
御
座

候
同
し
く
製
版
不
出
來

□
次
號
は
臨
刊
増
刊
に
し
て
、
原
色
版
は
『白
峯

山
麓
』
『落
葉
松
』『柳
』『
西
山
峠
よ
り
見
た
る
朝

の
富
士
』

の
四
枚
に
し
て
、
木
版
及
寫
眞
版

の

小
畫
數

葉
挿
入
致
さ
る
べ
く
候

□
臨
時
號

の
記
事
は

『
白
峰
山
麓

の
秋
』
及
『
悲

鳥
畫

談
』
に
御
座
候

□
臨
時
號
は
本
月

二
十
日
ょ
り
二
十
五
日
迄
の

間

に
發
行
致
す
べ
く
、
定
價

は
普
通
號
と
同
樣

に
て
他

に
郵
税
二
錢
を
要
し
候
前
金

に
拂
込
濟

の
方
は
他
日
御
送
金

の
序
で
よ
ろ
し
く
候

□
十
二
月
號
は
、原
色
版

に
磯
部
忠

一
氏
の
『
初

冬
』
相
田
寅
彦
氏

の
『
靜
物
畫
』
、他

に

一
葉
を
挿

入
す

べ
く
、
記
事

に
は
石
川
氏

の
『
人
は
人
、自

分
は
自
分
』
、鵜
澤
氏

の
『
タ
ー
ナ
ー
の
水
彩
畫

』

大
下
氏
の
『
靜
物
寫

生
の
話
』
『春
鳥
畫
談

』
『
文

部
省
美
術
展
覽
會

の
水
彩
畫

所
感
』
、
シ
シ
ウ
生

の
『
パ
レ
ッ
ト
物
語
』等
掲
載
致
す
べ
く
候

□
來
年
一
月
、
冬
期
休
を
利
用
し
、
短
期
水
彩

畫
講
習
會

の
企
有
之
候
。
時
は

一
月
三
日
よ
り

七
日
迄
五
日
間
、
塲
處

は
駿
河
清
水
若
く
は
靜

岡
附
近
、
講
師
は
大
下
氏
に
候
、
此
地
方
は
冬

に
て
も
暖
か
な
れ
ば
朝
よ
り
寫
生
す
る
に
最
も

よ
ろ
し
く
候
間
、
終
日
郊
外
寫
生
、
雨
天
靜
物

寫
生
、
夜
間

二
時
間
宛
水
彩
畫

講
話
を
試
む
る

筈

に
て
、
五
日
間
に
て
も
十
日
間
の
講
習
と
同

樣
の
効
果
を
収
む
べ
き
筈

に
候
、
規
定
は
臨
時

號
及
十
二
月
號
に
發
表
す
べ
く
候
間
、
奮

つ
て

御
參
會
希
望
致
候
　
　
　
　
　
　
　

□
日
本
水
彩
畫
會
横
濵

支
部

の
第
一

回
展
覽
會

は
十
月
十
六
、
十
七
兩
日
開
會
、
豫
想
外

の
盛

况
に
て
幹
事
は
大
喜
ひ
に
候

□
石
川
欽

一
郎
氏
を
講
師
と
し
て
水
彩
畫

を
研

究
し

つ
ゝ
あ
る
、
臺
灣

総
督
府
中
學
校
寫

生
班

の
第

一
回
展
覽
會

は
、
同
校
圖
畫
教
室
に
於
て

十
月
八
日
九
日
兩
日
開
會

、
出
品
者
は
糸
崎
固

一
、
岩
淵
和
男
、
岩
瀬
義
男
、
馬
塲
勝
次
、
原

口
誠
吾
、
富
永
親
徳
、
戸
田
要
三
、
渡
邊
剛
、

鎌
野
誠
一
、
吉
澤
初
藏
、
加
藤
司
、
續
渉
、
魚

返
哲
、
井
衛
十
郎
、
小
山
暲

、
古
屋
巖
、
黄
葉

収、
蓑
田
不

二
夫
、
鹽
田
哲
夫
諸
氏

に
し
て
點

數
七
十
二
の
多
き
に
達
し
、
盛
會
な
り
し
由

に

候

□
名
古
屋
愛
山
會

に
て
は
、
十
月

二
十

一
日
ょ

り
二
十
三
日
迄
山
岳
に
關
す
る
西
洋
畫

及
日
本

畫
の
展
覽
會
を
催
せ
し
赴

に
候

　
　
　
　
問
に
答
ふ

■
一
　
初
學
者

の
寫
生
は
細
部

に
目
が
つ
い
て

大
體

の
調
子
と
色
彩
を
描
く

こ
と
困
難
な
り
、

其
弊
を
脱
す
る
法
を
知
り
た
し
二
　
應
募

の
文

章
繪
畫

は
會
友
の
作

に
て
も
優
秀
な
る
も
の
に

あ
ら
ざ
れ
ば
掲
載
な
き
や
、
又
は
會
友
な
ら
優

劣

に
よ
ら
ず
賞
與
を
受
く
る
に
や

(
常
陸
聞
度

生
)
◎
一
　
繪
畫

の
基
礎
た
る
墨
繪

か
ら
學
ん

で
ゆ
け
は
早
く
大
體

の
感
じ
を
取
る
こ
と
が
出

來

る
、
墨
繪
で
形

の
研
究
が
出
來

て
濃
淡

の
調

子
か
分
り
、後
ち
に
彩
色
を
す
る
の
で
あ
る
と
、



何

の
苦
も
な
く
感

じ

を
出

す

や
う
に
な
れ
る

が
、
そ
れ
等

の
素
養

の
無

い
時
は
、

一
枚
繪

を

か
く

の
に
も
、
形

に
も
苦
し
み
、
物
の
マ
ル
味

や
深
味
を
出
す

こ
と
に
も
苦
し
み
、
其
上
色
彩

に
も
苦
む
と

い
ふ
譯
で
、
順
序
を
踏

ん
で
稽
古

す
る
人
が
、

一
つ

一
つ
苦
し
ん
で
覺

え
て
ゆ
く

の
を
、
そ
れ
等
の
素
養
の
な

い
人
は
、

一
度

に

三
つ
の
苦
し
み
を
す
る
か
ら
、
そ
れ
で
徒
ら
に

細
か
い
部
分
に
の
み
心
配
し
て
大

タ
イ
を
忘
れ

る
の
で
あ
る
二
　
寄
稿
に
は
會
友
と
否
と
の
區

別
な
し
、
又
水
彩
畫

の
賞
は
有
益
と
思
ふ
文
章

及
登
載
さ
れ
た
繪
畫

の
う
ち
出
來
の
よ

い
も

の

に
差
上
る
定
な
り
■
中
學
卒
業
後
美
術
學
校

に

入
ら
ず
、
洋
畫

研
究
所
に
て
修
業

の
希
望
な
れ

ど
、
只
研
究
所
の

み
に
て
は
、
處

世
上
仕
方
な

き
や
(茨
城

一
中
學
生
)
◎
美
術
學
校
を
出
で
教

師
に
で
も
な
ら
う
と
い
ふ
の

な

ら

知

ら
ぬ
こ

と
、
畫
家
と
し
て
立

つ
に
は
、
學
校
や
教
師
に

大
な
る
關
係
は
な

い
、
其
人

の
才
分
と
勉
強
と

で
、
青
年
に
し
て
大
家
と
も
な
れ
や
う
、
老
年

迄
も
終
に
世
に
知
ら
れ
ず
に
了
ら
う
、
美
術
家

と
し
て
は
、
美
術
學
校

の
出
身
者
と
、
私
立
研

究
所
、
又
は
私
塾

の
出
身
者
等
社
會

上
何
等

の

軒
輊

な
し
■

一　

初
號
よ
り

の
愛
讃
讀者
な
る
が

大
下
先
生
に
自
己
水
彩
畫

の
批
評
を
願
は
れ
ま

じ
き
や
二
　
仕
上
け
し
水
彩
畫

に
ニ
ス
、
ア
ラ

ピ
ヤ
ゴ
ム
等
を
塗
り
て
畫
面
に
光
澤
を
出

す

の

利
害
三
　
仕
上
げ
し
水
彩
畫

に
エ
ロ
ー
オ
ー
ク

ル
を
塗
る
場
合
、
及
其
可
否
(海
月
)◎
一
　

會

友
と
な

つ
て
戴
き
た
し
　
二

　
物

の
感
じ
を
出

す
上
に
於

て
は
如
何
な
る
手
段
を
と

つ
て
も
差

支
は
無

い
が
、
な
る

べ
く
は
か
ゝ
る
技

巧
を
避

け
た
方
が
よ
し
三
　
空
な
ど
時
と
し
て
畫

い
た

あ
と
で
淡
く
重
潤
す
る
場
合
あ
り
、
併
し
こ
れ

は

ユ
ロ
ー
オ
ー
カ
ー
に
限
つ
た
譯
で
な
し
四

の
榕
村
主
人
は
鵜
澤
四
丁
氏
、
他
は
お
答
出
來

ぬ
、
序
に
前
號

「
い
や

に

な
つ

た
ら

い
つ
廢

刊
す
る
」
云
々

に
つ
い
て
御
氣
遺

の
や
う
だ
が
、

讀
者
か
ら
あ
ま
り

ヤ
ヵ

マ
シ
イ
こ

と

を

言

は

れ
、
吾

々

の
意
を
解
さ

ぬ
人
が
多

い
や

う
な

ら
廢

刊
し
な

い
と
も
限
ら
ぬ
が
、
然
ら
ざ
る
限

り
は
、
吾

々
の
精
力

の
盡
く
間
は
永
續
す
る
譯

故
御
懸
念
な
く
御
愛
讀

を
請
ふ
■

一　

一
色
畫

の
方
法
二
　
西
洋
畫
家

の
傳
記
あ
り
や
三
　

一

色
畫

に
使
ふ
繪
具
の
名
及
價
値
四
　
美
術
書
籍

及
雜

誌
の
發
行
所
(
東
京
畫
狂
生
)
◎
一
　

只
今

靜物
寫

生

の
話
を
し
て
ゐ
る
、

一
色
畫

の
こ
と

は
『
み
づ
ゑ
』
六
十
五
、
六
十
六
及
本
號

に
あ
る
、

三
の
答
も
こ
れ
に
よ
つ
て
見
ち
れ
た
し
、
但
繪

具

の
價
は

一
個
五
錢
よ
り
以
上
二
　
小
石
川
精

美
堂
發

行
に
て
橋
本
春
郊
氏
の
譯
さ
れ
し
も

の

あ
り
、
書
名
定
價
不
詳
四
　
外
國
出
版

の
も

の

は
丸
善
書
店

に
あ
り
、
邦
文

に
て
は
本
郷
湯
島

切
通
坂
畫
報
社
に
種

々
出
版
物
あ
り
■
一
　

み

づ
ゑ
六
十
六
『
し
け
』
の
湖
水

の
色

の
名
二
　
前

々
號
廣
告
佛
國
上
等
繪

具
は
使
用
に
耐
ふ
る
や

三
　
河

の
寫
生
に
下
流
を
寫

し
て
も
上
流
に
向

つ
た
や
う

に
な
つ
て
し
ま

ふ
目

や
水
平
線

の
加

減
に
や
(
文
影
生
)
◎
一
　

『
み
づ
ゑ
』
六
十
七
問

答
欄
を
見
た
ま

へ
二
　
ま
だ
現
物
を
見
ぬ
故
お

答
出
來
ぬ
三
　
困

難
な
る
技
術
の

一
つ
な
り
、

岩
で
も
あ
つ
て
急
な
流
れ
な
ら
趣
を
現
は
し
得

べ
し
、
緩
流

に
て
は
凡
手

の
よ
く
す

べ
き
限
り

で

な

い
、
か
ゝ

る
場
合
向
ふ
に
流
れ
て
ゆ
く
感

想
を
出
さ
な
く
と
も
よ

い
が
、
強
て
そ
れ
を
現

は
し
た

い
と
な
ら
、
舟

の
位
置
、
杭
な
ど
の
流

れ
を
遮
る
塲
合

の
描
寫

を
正
し
く
し
て
出
す
よ

り
他

に
途
は
な
い
■
一
　

初
學
者
の
風
景
寫

生

に
用
ゆ
る
ワ
ツ
ト

マ
ン
紙

の
粗
密
二
　
諸
先
生



が
作
畫

に
價
を
附
せ
ら
れ
る
標
準
三
　

マ
ツ
ト

の
色
及
紙
質
は
如
何
な
る
も

の
が
よ
き
や
、
ま

た
直
ち
に
糊
貼
に
し
て
よ
き
や
(
小
美
術
家
)◎

一　
其
畫

く
べ
き
塲
處

の
感
じ
に
よ
つ
て
紙
も

選
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
別

に
粗
目
と
も
何
と
も

記
號
の
な
い
普
通

の
ワ
ッ
ト

マ
ン
が
ド

ン
な
塲

合

に
も
用
ひ
ら
れ
て
初
學

の
人
に
よ
か
ら
う
。

二
　
繪

の
良
否
三
　
マ
ッ
ト

の
色
も
其
繪

に
よ

つ
て

一
樣
で
は
無

い
が
、

マ
ッ
ト
は
背
景
と
同

樣
に
目
立
た
ぬ
も

の
が
よ
い
、
金
と
白
が

一
番

無
事
、
鼠
な
ら
鈍

い
色
が
よ

い
、
そ
し
て
厚

い

方
が
よ
く
、
直
ち
に
貼
付

る
よ
り
も
、
繪

の
出

る
處
だ
け
斜

に
面
を
と
つ
て
切
抜
た
方
が
よ

い

■一　

研
究
所

に
て
は
實
物
と
模
寫

と
兩
方
あ

り
や
二
　
木
炭
で
靜
物

の
稽
古
も
出
來
ま
す
か

三
　
カ
ッ
サ
ン
、
ホ

ス
タ
以
外

に
高
尚
な
鉛
筆

畫
臨
本
あ
り
や
(
Ｔ
Ｓ
生
)
◎
一
　

初
學

の
人

に

は
、
一
二
回
模
寫

を
さ

せ
て
、後
は
實
物
寫

生
二

出
來

る
三
　
日
本

に
來

て
ゐ
る
者
で
は
他

に
無

い
■
一
　

毎

日
午
前
半
日
丈
け
の
勉
強
で
、
通

常

の
人
と
大
差
な
く
進
歩
す
べ
き
や
二
　
普

通

の
進
歩
で
文
部
省

の
展
覽
會

に
出
品
が
出
來

る

位

に
な
る
に
は
何
年
程
を
要
す

べ
き
や
三
　
太

平
洋
畫
會
研
究
所

の
敎
授
方
法
四
　
美
術
學
校

入
學
は
私
立
中
學

の
卒
業
生
で
も
よ
き
や

(
自

然
兒
)
◎
一
　
普
通
は
午
前
研
究
所
で
勉
強
、

午
後
か
ら
戸
外
寫

生
を
や
つ
て
ゐ
る
か
ら
、
半

日
な
ら
他
人
よ
り
遅
れ
る
筈
な
り
、
併

し
そ
ん

な
事
を
考

へ
な

い
で
、
自
分
は
半
日
で
も

二
時

間
で
も
、
人
に
遅
れ
な

い
丈
け

一
生
懸
命

に
や

る
と

い
ふ
覺
悟
の
方
が
大
切
な
り
、
現

に
水
彩

畫
會
研
究
所
に
は
、
僅
か
に
朝

一
時
間

(
そ
れ

も
人
ょ
り
早
く
起
き
て
)

の
寫
生
と
夜
分
研
究

所
の
稽
古
と
で
、
ま
だ
初
め
て
か
ら
四
年
程

で

あ
る
の
に
、
去
年
も
今
年
も
文
部
省
展
覽
會

に

及
第
し
た
人
が
ゐ
る
二
　
五
六
年
以
上
三
　
他

の
研
究
所
と
異
り
な
し
初
め
は
、
午
前
墨
繪
、

一
ヶ
月

一
週
午
後
コ
ス
チ

ユ
ー
ム
、
教
師
は

一

週

二
回
見
巡
り
に
來

る
四
　
文
部
省
認
可
の
學

校
な
ら
差
支
な
し
■
一
　

チ

ュ
ー
ヴ
入
繪
具
柔

か
に
し
て
流
れ
て
困
る
、
固
く
す
る
法
二
　
日

本
水
彩
畫

會
と
春
鳥
會
と
の
關
係
　
三
　
冬
期

休
課
に
研
究
所
又
は
講
習
會
へ

出
る
道
な
き
や

四
　
木
炭
畫

に
指
を
使
用
し
て
よ
き
や
五
　
近

頃
の
原
色
版
は
黒
味
勝

の
や
う
に
思
ふ
が
如
何

(緑
)
◎

四　

舶
來
品
に
は
、
輸
送

の
途
中
固
く

な
る
を
恐
れ
て
、
殊
更
に
柔
ら
か
に
製
せ
し
も

の
あ
り
、
別
に
固
く
す
る
手
段
な
し
、
少
し
宛

出
し
て
使
ふ
の
み
二
　
春
鳥
會

は
雜
誌

の
發
行

を
主
と
し
、
日
本
水
彩
畫
會

は
專
門
と
ア
マ
チ

ユ
ー
ア
と
を
問
は
ず
技
術

の
教
育
を
爲
す
た
め

に
出
來
た
も

の
で
、
幹
部
は
無
論
同
人

の
手

に

な

っ
て
ゐ
る
三
　
冬
期
は
何
處

の
研
究
所
で
も

休
み
な
り
、
又
個
人
と
し
て
も
旅
行
等
で
教
へ

て
く
れ
る
處
は
無

い
、
來
春

は
東
海
道
清
水
若

く
は
靜
岡
附
近
で
、
短
期
講
習
が
あ
る
筈
故
出

席
せ
ら
れ
よ
四
　
差
支
な
し
、
但
脂

つ
手
は
困

る
五
　
近
頃
の
二
三
枚
、
特
に
六
十
七
の

『庭

の
隅
』
は
非
常

に
藍
が
勝

つ
た
が
、
他
は
全
體

と
し
て
進
歩
し
ゐ
る
■

一　

染
料
用
色
素
中
紅

梅
色

の
フ
ロ
キ
ミ
ン
、
黄
色

の
オ
ー
ラ
ミ

ン
等

は
、
グ
リ
セ
リ
ン
及
び
ア
ラ
ビ
ヤ
ゴ
ム
末
等
と

練
合
し
て
水
彩
畫

用
と
し
て
は
如
何
二
　
遠
近

を
不
論
ホ
ワ
イ
ト
混
合
用
法
三
　
近
景

の
松

の

葉

の
塊
團
は
、
概
畧
的
筆
太

に
、
又
分
離
せ
し

葉

の
稀
な
る
處

は

一
本
宛
畫

い
て
よ

い
か

(湯

淺
生
)
◎
一
　

染
料

の
こ
と
は
知
ら
ぬ
が
、
水
彩

畫
の
着
色
は
あ
ま
り
に
華

々
し
き
を
忌
む
し
、

ま
た
普
通
染
料
は
洗
つ
て
も
と
れ
ぬ
も
の
故
注



意
を
要
す

る
二
　

遠
く

ほ
ん

や
り
し
た
場
合
、

又
は
極
々

輝

い
て
晴
れ

た
空

の
中
、
草

原

の
日

先

を
受
け

て
光

つ
た
處

の
不
透
明

な
場
合

、
或

は
草
原
な
ど

の
中

に
光

つ
た
葉
等

三
　
大

タ
イ

そ
れ
で
も
よ

い
と
思

ふ
、
描
法

は
ど
う
で
も

よ

し
、
併

し

い
か

に

マ
バ

ラ
な
處

で
も
、

一
本

々

々
畫
く

に
は
及
ぶ
ま

い
。

　
　
　
　
讀
者
の
領
分

■
水
彩
畫

と
額
縁

と
の
關
係
に
つ
き
御
講
話
を

望
む
、
次

に
靜
物
畫

の
原
色
版
も
拜
見
し
た
し

(浪
月
生
)◎
前
者
は
來
年
初
め
に
屹
度
、
後

者

は
相
田
寅
彦
氏

の
作
を
多
分
來
月
號
に
入
れ
ま

す
■
多
忙
な
身
の
上
に
な
り
ま
し
た
か
ら
畫
は

が
き
交
換
は
當
分
御
斷
り
申

上
ま
す

(
松
岡
友

家
郎
)
■
靜
陵

の
地
、
駿
府
は
城
跡
あ
リ
、
淺

間

の
古
社

あ
り
、
畫
題
多
く
、
圍
ら
す
に
山
岳

を
以
て
し
、
大
河
西

に
流
れ
、
海

に
近
く
、
大

崩
、
三
保
等
富
士
を
背
景
と
し
て
の
景
勝
の
地

多
し
、
東
海
道
の
松
並
本
も
又
研
究
の
材

な
ら

ん
、
同
好

の
諸
兄
姉
、

一
度
來
り
な
ば
歸

る
を

忘
る
ゝ
な
ら
ん
、快
な
る
哉
島
崎
氏
等

の
催
、來

り
而
し
て
講
習
會

の
人
と
な
り
た
ま

へ

(
靜
岡

の
片

田
舎
ょ
り
)
■
畫
道

に
御
熱
心
な
讀
者
諸

君
ど
し
ど
し

肉
筆
繪

端
書

の
交
換
を
望

む
、(
山

口
縣
山
口
町
古
熊
村
井
勝
藏
)
■
『
舞
子

の
濱
』

は
原
色
版
で
拜
見
し
た
か

つ
た
。
○
肉
筆
繪

端

書
交
換

を
願
ふ

(
長
野
縣
北
佐
久
郡
布
施
村
土

屋
卯
三
郎

)■
山
陰
松
江
地
方
の
誌
友
よ
、水
繪

に
關
す
る
會
あ
ら
ば
發
表
し
て
く
れ
。
○
諸
先

生

の
苦
心
の
名
作
を
自
ら
不
滿
足
と
云
わ
れ
る

數
枚

の
原
色
版

よ
り
、
偶

に

一
枚
で
よ

い
か
ら

完
全

に
し
た
版
が
欲
し

い
。
六
七
號

『午
後
四

時
』
は
、私
が
過
去

一
年
間

の
浪
人
時
代

に
よ
く

通

つ
た
所
、殊
更
妙
味
を
感
じ
得
た
(緑
)■
『
み

づ
ゑ
』

の
原
色
版

の
三
枚

に
な
つ
た

の
は
喜
ば

し

い
、
も
つ
と
多
く
な
つ
た
ら
猶

よ
か
ら
う
、

せ
め
て
は
五
枚
位
宛
○
石
版
も
結
搆

、
價

の
高

く
な
る
の
ば
苦
し
く
な

い
(於

て
)
■
研
究
所
は

僕

に
と
つ
て
は
愉
快
な
處

だ
、希
望
あ
る
處

だ
、

研
究
所
は
僕
に
と

つ
て
の
パ
ラ
ダ
イ

ス
な
ん
だ

(
コ
ス
モ
ス
)
■
寫

生

の
好
時
節
到
來
、
同
好

の
諸
兄
と
肉
筆
水
彩
畫

交
換
―

眞
面
目

の
―
希

望
、
但

ハ
ガ
キ
大
以
上

の
も

の
な
れ
ば
此
上
な

し
、
返
葉
は
確
實

(青
森
縣
三
石
郡
八
石
賣
市

南
部
方
、
江
渡
直

一
郎
)
■
諸
先
生
方

の
肖
像

を
各
月
號

に
の
せ
て
下
さ

い
(
小
美
術
家
)
■
横

濱
支
部

の
水
彩
畫

展
覽
會

を
見
た
、
皆

サ
ン
の

御
進
歩
は
驚
嘆
す

べ
き
も

ン
だ
、
雜

風
景
な
横

濱

に
コ
ン
ナ
立
派

な
會

の
開
か
れ
た
の
は
、
實

に
嬉
し

い
、
何
卒

コ
レ
を
機

と
し
て
春
秋

二
期

位
ひ
成
績
品
を

一
般

に
見
せ
て
頂
き
た

い

(横

濱

の
小
僧

)
■
文
部
省
展
覧
會

に
我
が
日
本
水

彩
畫
會

の
學
生
諸
君

の
出
品
が
澤
山
あ
る
の
は

眞

に
嬉
し

い
、
來
年
は

一
層
澤
山
拜
見
し
た

い

〇

三
宅
先
生
は
油
繪
を
や
る
と

い
ふ
お
話
だ

つ

た
が
、
今
度
も
水
繪
を
拜
見
し
た
、
何
卒
油
繪

な
ん
か
や
ら
ず

に
下
さ

い
（本
綿

一
紅
)
■
自
筆

ハ
ガ
キ
交
換
希
望
、
即
時
返
葉

(鹿
兒
島
市
東

千
石
町
五
十
六
中
島
重
治
)
■

余
も
大
谷
村

の

島
崎
兄
の
言
に
大
賛
成
を
す
る
。
同
感

の
諸
兄

姉
ど
し
ど
し

誌
上
に
名
を
出
さ
れ
よ
。
又

『
み

づ
ゑ
』
讀
者
諸
兄
姉

の
眞
面
目
な

る
肉
筆
繪

葉

書
交
換
を
望
む

(駿
河
安
倍
郡
千
代
田
村
沓
谷

深
澤
信
)


